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 本道には、優れた自然環境や豊富な農林水産資源、多様なエネルギー資源など、他の地域には見られ

ない、本道ならではの独自性や優位性の源となる価値があります。 

こうした価値を見つめ直し、本道の大きな強みとしてとらえ、様々な取組に積極的に活かしていくこ

とは、ＳＤＧｓの推進に貢献するとともに、世界の中で「北海道」の存在感を高めていくことにつなが

ります。 

 このため、ＳＤＧｓという世界共通のものさしを活用しながら、本道の価値や強みをとらえ、それを

活かした取組につなげていくことが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①魅力となる雪や寒さ                             

②アジア・ロシアとの近さなど地理的優位性                   

＜ゴール８（経済成長と雇用）の主な内容＞ 
持続可能な観光業を促進することなどの目標が掲げられています。 

【本道の価値と強み】 

ダイヤモンドダストなど神秘的な自然現象やゲレンデの良質な雪、雪まつりなど冬のイベントは、国内の

みならず、海外からの旅行者にも好評で、北海道ブランドの一つとなっており、貴重な観光資源として活か

していくことによって、「ゴール８」の達成に貢献することができます。 

＜ゴール８（経済成長と雇用）の主な内容＞ 
各国の状況に応じて、一人当たり経済成長率を持続させることなどの目標が掲げられています。 

【本道の価値と強み】 

成長するアジアや北米、ロシアとの距離が近いほか、「欧米とアジアを結ぶ結節点」に位置して

おり、こうした地理的優位性を活かしたビジネスの拡大を積極的に進めていくことによって、「ゴー

ル８」の達成に貢献することができます。 

平成 29 年度月別宿泊

客延べ数では、夏期がピー

クとなっていますが、外国

人客のみでは、冬期間がピ

ークとなっています。 

（２）世界に誇れる北海道の価値と強み 
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出典：北海道「平成 29年度観光入込客数調査報告書」 

＜2017（平成 29）年度月別宿泊客延べ数＞ 
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近年、北海道に本社機能や生産拠点を立

地する企業も出てきており、今後もこうし

た企業立地が期待されています。 

＜ゴール１１（持続可能な都市）の主な内容＞ 
災害に対する強靱さ（レジリエンス）や災害リスク管理の実施などの目標が掲げられています。 

＜ゴール１３（気候変動）の主な内容＞ 
気候変動関連災害や自然災害に対する強靭性（レジリエンス）及び適応の能力を強化することな

どの目標が掲げられています。 

【本道の価値と強み】 

冷涼な気候や、首都圏から遠距離で同時被災の可能性が低いなどリスク分散に適していること

を活かし、本道への企業立地を促進することによって、「ゴール１１」、「ゴール１３」の達成に貢

献することができます。 

＜新千歳空港の海外との路線開設状況（H30.８.１時点）＞  

国際チャーター便の就航や北極海航路※の

活用など、多くのビジネスチャンスが広がっ

ています。 

＜北極海航路※図の状況＞ 

＜リスク分散による企業立地件数＞ 
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出典：北海道経済部調べ 
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③厳しい自然条件などの下で培われた優れた技術              

＜ゴール９（インフラ、産業化、イノベーション）の主な内容＞ 
クリーン技術及び環境に配慮した技術の導入拡大を通じた産業改善や、全ての国々の産業セクタ

ーにおける科学研究の促進や技術能力の向上などの目標が掲げられています。 

【本道の価値と強み】 

 積雪寒冷という気象条件を背景に、高気密・高断熱の寒冷地住宅技術や省エネ・新エネ※技術が

進展してきました。また、農業においても、品種改良や栽培技術などで厳しい自然条件を克服して

きたほか、環境に優しく、安全・安心な農産物の生産を推進するためのクリーン農業※技術などを

開発してきており、こうした本道の特性を活かした技術の活用や研究開発をより一層進めていくこ

とによって、「ゴール９」の達成に貢献することができます。 

＜クリーン農業※技術の開発状況＞ 

※地方独立行政法人北海道立総合研究機構における開発件数 

出典：北海道農政部調べ（平成３年度～平成 29年度までの研究成果） 

高気密・高断熱住宅や太陽電池・燃料電池※等を組み合わせた積雪寒冷地型のスマートハウス※

などが開発されています。 

クリーン農業※の推進に不可欠な技術

が多数開発されています。また、化学肥

料や化学合成農薬の使用を５割以上削減

する高度なクリーン農業※技術は、これま

でに 28の技術が開発されています。 

＜北海道の地域特性を活かした新しい技術の開発＞ 
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④優れた自然環境・豊かな水資源と森林                    

＜ゴール６（水と衛生）の主な内容＞ 
森林、河川、湖沼など水に関連する生態系の保護・回復などの目標が掲げられています。 

＜ゴール１４（海洋資源）の主な内容＞ 
あらゆる種類の海洋汚染の防止や海洋及び沿岸の生態系の回復などの目標が掲げられています。 

＜ゴール１５（陸上資源）の主な内容＞ 
森林、湿地、山地をはじめとする陸域生態系の保全、回復及び持続可能な利用を確保することな

どの目標が掲げられています。 

【本道の価値と強み】 

本道が有する優れた自然環境や豊かな水資源、森林を保全することによって、「ゴール６」、「ゴー

ル１４」、「ゴール１５」の達成に貢献することができます。 

 野生鳥獣の保護管理  
・鳥獣の保護管理に関する措置 

（第21～25条） 

・指定餌付け行為に関する規制 

 （第26～30条） 

外来種による影響の防止  
・指定外来種に関する規制 

 （第31～37条） 

・指定外来種の防除（第38～40条） 

希少野生動植物種の保護  
・指定希少野生動植物等の指定 

 （第41～42条） 

・生息地の保護に関する規制 

 （第63～72条）    等 

■北海道生物の多様性の保全等に関する条例における主な規制措置等 

動物（１０種）  
イノシシ（イノブタを含む）、チョウセンシマリス、 
ニホントカゲ、チョウセンスズガエル、 
トノサマガエル、トウキョウダルマガエル、 
アズマヒキガエル、クロマルハナバチ、 
オオマルハナバチ（亜種に限る）、アメリカザリガニ 
植物（２種）    
フランスギク、イワミツバ  ■指定外来種 

※平成 30年９月末現在 

道では、北海道の豊かな生物多様性※を保全し、

将来にわたってその持続可能な利用を図るため、

「北海道生物の多様性の保全等に関する条例」を制

定しました。この条例は、生物の多様性の保全及び

持続可能な利用に関する基本原則のほか、規制的手

法（希少野生生物を保護するための種の指定や指定

餌付け行為の禁止、指定外来種を放つことの禁止な

ど）や政策誘導（生物多様性※保全計画の策定など）

を盛り込んだ総合的な条例となっています。 

■指定希少野生動植物種と特定希少野生動植物種 
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＜森林面積＞ 
（単位：千 ha） 

※北海道は平成２９年４月１日現在、全国は平成２４年３月末現在 

出典：北海道水産林務部「北海道林業統計」、林野庁「森林・林業統計要覧」 

森林には、水源のかん養をはじめ、山地

災害防止や土壌保全、生物多様性※保全な

どの公益的機能※の十分な発揮に期待が寄

せられています。 

＜自然公園※等の指定状況＞ 

北海道では、雄大な山々や湿原、湖沼などが美しい景観を織りなし、知床世界自然遺産※をはじ

め、ラムサール条約湿地※や自然公園※などが指定されています。また、ヒグマやエゾシカ、希少種

であるタンチョウ、シマフクロウやヒダカソウなど多種多様な野生動植物が生息・生育する豊かな

自然環境に恵まれており、その魅力に惹かれ国内外から多くの観光客が訪れています。 


